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病院の理念              〒418-0076   静岡県富士宮市錦町３番１号 

1.  患者本位の医療を行います。                TEL：0544-27-3151   FAX：0544-23-7232 

2.  良質な医療を行います。                 e-mail:h-kanri@city.fujinomiya.shizuoka.jp 

3.  行政サービスという自覚を持った医療を行います。          http//fujinomiya.cococala.net/html/index.html 

 

このたび、看護部長に就任しました土橋です。看護部長の任を受け、責務の重大さを痛感し、身の引

き締まる思いでおりますが、そのような中「元気で、凛として職務を全うしたい」が自身の願いです。 

 当院の看護部では、平成２４年度の目標を「まかせて安心の看護を目指します」としました。患者さ

んやご家族の方、他職種の方、市民の皆様に、「安心」を感じて頂くために、「安全、安心、確実な看護」

を念頭に置き日々努力しております。合言葉は「まかせて安心」です。 

 また、昨年の東日本大震災及び富士宮市が震源であった地震を経験し、災

害時においては、院内の最大組織である看護部には大きな役割があると再認

識しました。このような危機意識の高まる中、有事の際には、個々の看護職

員が慌てずに、確実な行動ができるよう備えを強化することを重点課題とし

て取り組んで参ります。さらに、看護職員一人ひとりが自律し、活き活きと、

安心して働き続けられる元気な職場を目指したいと考えています。 

 何卒、皆様のご指導ご協力をお願い致します。 
看護部長 土橋泰子 

 

【就任】 
       

診療科 医師名 日付 診療科 医師名 日付 

（外科） 礒垣 淳 4 月 1 日 （内科） 杉山 智洋 4 月 1 日 

（外科） 水野 智哉 〃 （皮膚科） 森 達吉 4 月 16 日 

（循環器科） 髙嶋 泰世 〃 （循環器科） 勝呂 清尚 5 月 1 日 

【退任】 
       

診療科 医師名 日付 診療科 医師名 日付 

（外科） 岡本 和哉 3 月 31 日 （麻酔科） 川島 裕也 3 月 31 日 

（麻酔科） 糟谷 琢映 〃 （産婦人科） 矢田 大輔 〃 

（循環器科） 杉山 博文 〃 （皮膚科） 島田信一郎 5 月 14 日 

（内科） 松浦 愛 〃    
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●平成２５年度新規採用職員を募集します。募集する職種、人数、募集期間など詳細が決定次第、当院

ホームページ等でお知らせいたします。 

●次回、市民健康講座の開催について 

第６３回「婦人科のがん」 開催日:平成２４年７月２７日（金）講師:土井貴之（産婦人科科長） 

第６４回「耳の病気について」 開催日:平成 2４年９月２１日（金）講師:足守直樹（耳鼻咽喉科科長） 

※場所は南棟会議室、時間は１９：００～２０：３０です。お気軽にご聴講ください。 

 

医療安全管理室は、医療事故を防止し安全かつ適切な

医療を提供するために、院長直轄組織として平成 18 年

4 月に設置されました。 

当室の役割は、 

○報告されたインシデント・アクシデントレポートの管

理・分析・予防策の検討 

○各部署における安全管理に関する指導・助言・相談

○医療事故防止や医療安全推進等の安全管理に関する 

調査・巡視活動 

○医療安全に関する職員教育等です。 

毎週金曜日 13:30～医療安全カンファレンスを行

い、医療安全に関することの啓発活動に取り組んでおり

ます。『安全』は、全てに優先します。決められたルー

ルが守られているか、巡視活動も実施しています。人は

誰でも間違えるを前提に、リスク感性を磨いて安全な組

織風土の醸成のため、研鑽してまいります。 

 

※現在、患者さん用『医療安全カルタ』を作成しています。

（昨年度は、医療者用医療安全カルタを配布しました） 

医療安全カンファレンス 

医療者用 医療安全カルタ

臨床工学科 高野科長（医療機器部会長）による、医療機器ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ
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